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吹割の滝
（群馬県沼田市）

閣
閣
国

福
祉
会
関
連
の
行
事
実
績
と
予
定

福
祉
会
会
員
の
皆
様
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
前
号
の
7
月
頭
に
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
も
減

少
傾
向
に
あ
り
、
や
っ
と
収

束
が
見
え
た
と
思
い
き
や
、

再
度
、
爆
発
的
な
ま
ん
延
が

発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
、
行
政
で
も
感
染
拡
大
抑

制
の
対
策
を
取
る
か
否
か
非

常
に
迷
わ
れ
、
難
し
い
判
断

を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で
出

来
る
こ
と
は
、
大
き
く
は
な

い
で
す
が
、
一
人
一
人
の
思

い
や
り
、
気
遣
い
を
忘
れ
ず
、

絶
や
さ
ず
、
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

防
止
に
対
し
て
、
今
後
も
継

続
し
て
実
践
し
て
い
き
ま
し

よーつ。軽
症
化
の
傾
向
も
み
ら
れ

る
兆
候
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
分
感
染
力
が
非

常
に
強
い
と
言
わ
れ
は
じ
め

て
き
て
い
ま
す
。

あ
き
ら
め
ず
、
皆
さ
ん
で

協
力
し
て
こ
の
困
難
を
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

以
下
に
こ
れ
ま
で
の
活
動

実
績
、
並
び
に
活
動
予
定
を

記
載
し
ま
す
。

0
6
月

6
月
6
日
（
月
）
　
福
祉
講
話

（
西
の
谷
小
学
校
）・・・開催済

6
月
8
日
（
水
）
　
日
身
連
評

議
員
会
（
ウ
ェ
ブ
会
議
）

・・・開催済

6
月
日
日
（
土
）
　
福
祉
会
月

例
理
事
会
・
・
・
開
催
済

6
月
2
0
日
（
月
）
　
第
6
7
回

自
身
連
福
祉
大
会
（
ウ
ェ
ブ

開
催
）
　
　
・
・
・
開
催
済

6
月
2
3
日
（
木
）
　
福
祉
講
話

（
磯
辺
第
三
小
学
校
）

・・・開催済

6
月
2
8
日
（
火
）
　
福
祉
講
話

（
あ
す
み
が
丘
小
学
校
）

・・・開催済

0
7
月

7
月
1
日
（
金
）
　
福
祉
講
話

（
越
智
小
学
校
）

7
月
9
日
（
土
）

例
理
事
会
　
・

0
8
月

8
月
1
3
日
（
土
）

例
理
事
会
　
・

8
月
1
9
日
（
金
）

法
講
演
会
　
・

0
9
月

9
月
日
日
（
土
）

・・開催済

福
祉
会
月

・・開催済
福
祉
会
月

・・開催済
差
別
解
消

・・開催済
関
東
プ
ロ

ッ
ク
友
愛
の
つ
ど
い

・・・開催中止

9
月
日
日
（
日
）
　
福
祉
会
月

例
理
事
会
・
・
・
開
催
予
定

9
月
1
4
日
（
水
）
　
重
度
障
害

者
日
帰
り
慰
安
旅
行

・・・開催中止

9
月
2
6
日
（
月
）
　
福
祉
講
話

（
誉
田
東
小
学
校
）

・・・開催予定

9
月
2
9
、
5
0
日
（
木
、
金
）
中

央
区
ま
ち
あ
る
き
点
検

・・・開催予定

（
広
報
委
員
会
）
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障
害
者
差
別
解
消
法
、

講
演
会
参
加
の
感
想

AT

1

　

4

　

1

に
講
演
さ

の
「
障
室
口

る批だ

、
未
だ
に
国
の
ト
ッ
プ
の

非
生
産
者
（
言
っ
た
本
人

次
官
に
任
命
）
、
男
女
差
別
云

論
じ
△
口
つ
て
い
る
国
で
す
か

も
あ
ろ
ス
ノ
と
自
虐
的
に
も
な

す
。
共
生
社
会
へ
の
、
永
い
、
水

の
り
の
端
緒
に
着
い
た
だ
け

々
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
士
戸
を

る
。
そ
れ
が
実
現
へ
の
第
一

な
る
と
信
じ
ま
す
。
古
間
梨
さ

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

り
が
と
，
フ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
倉
　
春
夫

第
2
8
回
「
千
垂
山
階
害

毒
曹
帥
展
」
開
擢
告
知

障
害
を
も
つ
人
達
が

精
魂
籠
め
た
作
品
を
発

表
す
る
「
作
品
展
」
は
1
0

月
6
日
か
ら
1
2
日
ま

で
、
今
年
は
例
年
と
場

所
が
変
更
さ
れ
千
葉
市

美
術
館
9
F
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
1
、
2
で
展
示

さ
れ
ま
す
。
展
示
作
品

は
書
道
、
絵
画
、
写

真
、
彫
刻
、
和
裁
、
洋

裁
、
編
物
、
刺
繍
、
陶
芸
、

手
工
芸
等
で
す
。
素
晴

ら
し
い
作
品
を
多
く
の

方
に
会
場
で
見
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

T
e
l
‥
0
4
3
－
2
0
9
－
3
2
8
ュ

F
A
X
‥
0
4
3
－
2
0
9
－
3
2
8
2

作
品
展
の
目
的

『
障
害
者
が
自
ら
の

障
害
を
乗
り
越
え
、
完

成
し
た
作
品
を
公
開
展

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

広
く
社
会
に
日
々
の
精

進
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
障
害
者
に
は
自
己

表
現
の
場
を
と
お
し
て
、

自
信
と
希
望
を
与
え
る

と
と
も
に
、
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
に
資
す

る
こ
と
』

障
害
者
善
用
駐
車
区
画

利
用
証
制
度
に
つ
い
て

『
障
害
者
等

利
用
証
制
度
』

設
や
商
業
施

さ
れ
て
い
る

者
等
用

駐
車
区
画
を
必
要
と
す
る
、

障
害
者
、
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
な

ど
歩
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
人
に
利
用
証
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
区
画
の
適

正
利
用
を
図
る
制
度
で
す
。

難
し
い
説
明
文
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
般
的

に
は
「
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
」
と
い
う
名
称

で
普
及
し
て
い
て
、
千
葉
県

で
は
令
和
3
年
7
月
1
日
か

ら
所
定
の
窓
口
で
利
用
証
の

申
請
受
付
を
開
始
し
て
い
ま

す。
要
約
す
る
と
、
よ
く
見
か

け
る
車
椅
子
の
表
示
が
さ
れ

た
駐
車
場
の
区
画
に
駐
車
で

き
る
車
は
、
こ
の
許
可
証
を

駐
車
の
際
に
、
外
か
ら
よ
く

見
え
る
場
所
に
掲
示
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
言
う
と
所
持
し
て
い

て
も
、
掲
示
を
し
な
か
っ
た

所
持
自
体
し
て
い
な
い
車
は

こ
の
駐
車
区
画
に
駐
車
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

本
誌
で
も
1
度
、
こ
の
内

容
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
こ

そ
こ
で
、
こ
の
駐
車
区
画

に
停
め
ら
れ
て
い
る
、
他
の

方
の
車
も
同
様
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
の
か
、
気
に
な
り
不

審
に
思
わ
れ
な
い
程
度
に
確

認
し
て
み
る
と
、
場
所
に
は

よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
掲
示

し
て
い
る
車
は
半
分
か
、
そ

れ
以
下
の
よ
う
に
感
じ
ま
す

単
純
に
掲
示
し
忘
れ
た
の

か
。
そ
も
そ
も
所
持
し
て
い

な
い
の
か
。
ル
ー
ル
を
知
ら

な
い
の
か
。
ル
ー
ル
を
知
っ

て
い
て
、
確
信
犯
的
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
色
々
な
方
が

い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と

が
、
ま
ず
こ
の
利
用
証
が
そ

も
そ
も
一
般
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
非
常
に
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。
よ
く
注
意
し
て
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
の
駐
車
場

区
画
を
見
渡
す
と
、
こ
の
ポ

ス
タ
ー
が
張
っ
て
あ
っ
た
り

も
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
関
心
の
無
い

方
、
関
係
の
無
い
方
に
と
っ

て
は
、
見
過
ご
し
て
し
ま
う

た
か
ら
こ
そ
、
注
意
し
て

ま
す
が
、
関
心
が
無
け
れ

の
が
大
多
数
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
も
そ
の
立
場
に
な
っ

●

　

一

　

ヽ

－

　

　

　

）

　

　

　

．

　

－

．

ヽ

　

　

　

－

－

一

．

一

－

ヽ

　

　

　

／

　

－

　

i

 

i

J

自
分
も
見
過
ご
し
て
し
待
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

長
々
と
長
文
を
書
き
達

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
知

て
い
る
私
た
ち
、
当
事
者
で

あ
る
私
た
ち
自
身
で
、
ア

ピ
ー
ル
を
し
続
け
て
、
こ
の

様
な
制
度
の
周
知
。
そ
れ
と

正
し
い
理
解
を
広
め
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
あ
る
程
度
の

空
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
障
害
者

等
用
駐
車
区
画
で
は
積
極
的

に
利
用
し
、
し
っ
か
り
と
利

の
状
況
に
応
じ
て
遠
慮

タ

．

　

ヽ

l

　

ヽ

ノ

　

ー

i

　

：

ヽ

－

　

ヾ

ヽ

一

〇

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

皆
様
も
該
当
さ
れ
る
方
は

積
極
的
に
利
用
し
、
一
般
の

方
へ
周
知
を
し
て
い
き
ま

し
よ
，
つ
。

ます。
－
ス
が
1
台
の
み

掲
示
し
て
駐
車
を

＼
　
一
．
ヽ
　
－
　
　
○

た
場
合
は
、
そ

と
が
あ
り
、
私
自
身
も
取

し
、
利
用
さ
せ
て
頂
く
時

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。



1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2022年9月3日発行　SSKR増刊通巻第9578号

（3）　　　　　　　　　　　（隔月）千葉身障　　　　　　　　　　　第283号

∴† 　　ノー－．7、・ －！31－1－ql＿ 

l日，＿． �． �、－重婚離 � �∴：：∴∵∴∴　∴：即∴「盟 

登1 � �∴唖即∴すIT � � � 

l÷‾‾ 

－‾ �� 

11　°““一一一°“－　　　Sr∵－ � 

㍉ I一二！ 

密書端“闘A、、† ‾　証言全土臥■上　一言で 

間隔賀宴躯、、誓iSI一寸 

離田圃阻閥関嘱 ��－　　／ ヾ二・　一： 

臆臆寡　　　ケ �「∴ZS、＿＿＿＼‾「 　∴∴「ヽ：ヽ 　　　－1 �、iI‾“ 　・←＿＿了－詞 

繕 �　● ∴醜繭 ．∵丁子∴ 三言ニ∴10は i漣、 �　し 辛∴：二二 ∴「 ，．ト罰 　管 － �一睡盗蛮一 � 

TT黒 
） �ー／で　”“寺 ’‾　　　i温＿記 

▲ 

‾嘉時差轟轟薙謁　‾‾‾叫 

璃 二十　＼手車緯度鞭　　　　－↓融警手「 

ヽ－ ←章 � 

〒話語重宝幸三‾’i‾ 

亨高士∴蝿乙∴∴きし　ま ′‾＼●－ 

島： 

∵覇 �ノ施主 

醍㌔‾ �� � �j 

！ � �；中嶋 i �轟＿ �� �日‘ l l I l 

÷」主 � 

‥11 1 



1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2022年9月3日発行　SSKR増刊通巻第9578号

（隔月）千葉身障　　　　　　　　　第283号（4）

～福祉会会員募集～

福祉会は発足70周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。

（組織委員会）
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有お　　田野林小阿
難礼毎　丸口　野部
うを回

桂弘四昭ち
子俊郎光い
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緑緑緑美稲

浜毛

区区区区区

続
きたす感
小　0　0謝
倉　　し
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今
回
は
足
を
延
ば
し
て
群
馬

県
伊
香
保
温
泉
、
石
段
街
へ
出

向
い
た
時
の
写
真
で
す
。
平
日

の
為
、
人
も
少
な
く
、
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
も
、
投
稿
写
真
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
記
事
、

作
品
も
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員

皆
様
か
ら
掲
載
記
事
を
募
集

し
ま
す
。
「
ぜ
ひ
千
葉
身
障

に
掲
載
し
た
い
！
」
「
こ
ん
な

活
動
し
て
ま
す
！
」
「
み
ん
な

に
知
っ
て
貰
い
た
い
！
」

「
活
動
メ
ン
バ
ー
募
集
し
ま

す
！
」
等
広
い
範
囲
で
募
集

し
ま
す
。
又
、
活
動
以
外
で

も
個
人
的
な
作
品
、
例
え
ば

手
工
芸
、
習
字
、
写
真
等
々
、

自
分
の
成
果
を
み
ん
な
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
方
な
ど
、

ほ
ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
、
是
非
掲
載
し
て
ほ

し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ら
連
絡
を
下
さ
い
。
紙
面
の

都
合
上
、
必
ず
掲
載
出
来
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
や

っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
方

は
広
報
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
が
発
行
す
る
本
誌
「
千
葉

身
障
」
は
千
葉
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
が
出
来
ま

す。

「
千
葉
市
身
体
障
害
者
福

祉
会
」
と
検
索
し
て
も
ら
え

る
と
直
ぐ
に
閲
覧
出
来
ま
す
。

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

計
　
報

小
野
　
昭
光
様
（
美
浜
区
）

令
和
4
年
8
月
1
2
日
（
7
8
歳
）

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
組
織
委
員
会
）
小
倉

発
行
人
‥

特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
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世
田
谷
区
祖
師
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3
I

ヴ
エ
ル
ド
ゥ
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ラ
祖
師
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1
0
2
号

編
集
人
‥

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
聞
I
2

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以
下
に

お
願
い
し
ま
す
。

嶋
‥
〇
四
三
－
二
〇
九
－
三
二
八
一

事
〇
四
三
－
二
〇
九
－
三
二
八
二


